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○ 2011 年第 3 四半期シンガポール経済成長率（速報値） 
10 月 14 日、シンガポール通産省(MTI)は 2011 年第 3 四半期（7-9 月期）の GDP 成長率（速報値）を前四半期比+1.3%（季節

調整済、年率換算）と発表した。製造業が急回復したため、2 四半期ぶりにプラス成長に転じ、テクニカル・リセッション（2 四半期

連続マイナス成長）は回避された。前年同期比では+5.9%。また、景気の先行き不透明感から 2011 年通年の経済成長率予測は

従来の 5.0～6.0%から 5.0%に下方修正した。 

第 3 四半期の前四半期比成長率の速報値を業種別に見ると、以下の通り。 

 製造業は、電子製品分野が不振だったものの、医薬品関連の生産拡大が成長を押し上げたことから、第2 四半期の縮小か

ら前四半期比+8.9%となった。 

 建設業は民間建設が減少したことから、前四半期比▲11.5%と、3 四半期ぶりに減少に転じた。 

 サービス業は、卸売・小売、運輸・倉庫、金融サービスなどの分野が低迷したことから、前四半期比▲0.7%となった。 

                                シンガポールＧＤＰ成長率の推移           （単位：%） 

前期比（季節調整済、年率換算） 

10 年 11 年 業    種 

1Q 2Q 3Q 4Q 通年 1Q 2Q 3Q 

全産業 39.9 29.7 ▲16.7 3.9 14.5 27.4* ▲6.3* 1.3 

  製造業 170.5 79.2 ▲48.5 0.7 29.7 97.6* ▲23.7* 8.9 

  建設業  ▲7.0 21.2 ▲9.6 ▲10.2 6.1 13.5 13.3* ▲11.5 

  サービス業 15.8 14.5 0.5 5.6 10.5 10.3 0.0* ▲0.7 

前年同期比 

10 年 11 年 業    種 

1Q 2Q 3Q 4Q 通年 1Q 2Q 3Q 

全産業 16.4 19.4 10.5 12.0 14.5 9.3 1.0* 5.9 

  製造業 37.2 45.2 13.7 25.5 29.7 16.5* ▲5.8* 13.2 

  建設業  9.7 11.4 6.7 ▲2.0 6.1 2.4 1.5* 0.4 

  サービス業 11.1 12.1 10.2 8.8 10.5 7.6 4.0* 3.6 
*修正値 

○ 金融政策を少々緩和 
同日、シンガポール通貨庁(MAS)は、今後シンガポール経済成長ペースの鈍化が懸念されることから金融政策の若干の緩和

を発表。ただ、当面はインフレが高水準で推移する見込みであることから、より積極的な金融緩和には踏み込まず、シンガポー

ル・ドルの名目実効為替ﾚｰﾄ(S$NEER) について「穏やかで徐々に上昇」させる政策スタンスは維持。ただし、その上昇ペースを

従来に比べ小幅にする。MAS の金融緩和は 2 年半ぶり。（MAS は政策金利ではなく、S$NEER の操作により金融政策を実施している。具

体的には、不況時にはシンガポール・ドル安を促し、逆に好況時にはシンガポール・ドル高を促している。） 
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